
針道九区の自然環境を活用した

サテライトキャンパスづくり

東北文化学園大学

大学生の力を活用した

集落復興支援事業

Reborn Café ポレポレ



１．第１回集落調査（平成30年8月20日～21日）

8月20日 (1) 二本松市役所東和支所で概況説明、質疑応答

(2) 視察：道の駅「ふくしま東和」、小手森城址（愛宕神社）、隠津島神社・

三重塔（木幡）、稲栽培試験圃場（農工大）、今井公園、古民具資料館

(3) 住民との交流会 (4) 日程調整、調査打ち合わせ

(5) 史料・映像の紹介 (6) 後東若連の山車制作視察（写真①）

8月21日 (1) 東和支所管内概況

説明② (2) 現地視察：夏無沼キャン

プ場（猪棲息域）、香取神社（養蚕史跡）、

放射性廃棄物処理施設・廃棄の現状、

羽山（頂上からの眺望）、西谷地区（宮地

ゼミ）、「島山」（阿武隈渓谷、カヌー競技

場等）、堆肥センター（有機肥料製造所）、

ふくしま農家のワイナリー（木幡地区）



２．第２回集落調査 （平成30年9月22日～23日）

9月22日
(1) 踏査（道の駅～針道～隠津島神社）

(2) 花づくり&交流
9月23日
(1) 踏査（民宿A～諏訪神社～民宿B）
(2) 今井公園で活動
公園の除草、レクリエーション、住民との交流



３．第３回集落調査（平成30年10月7日）

(1) 諏訪神社祭礼の調査

(2) 「針道あばれ山車」（写真）

(3) 踏査（道の駅～山里の家～川俣～伊達～福島）
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４．第４回集落調査

(1) 平成30年10月配布、11月回収

(2) 12月～ ： 集計・分析・考察



山車に載せるキャラクターへの関心と 「今井公園」の

環境教育的利用や 「農的自然博物館」設置計画の

協力意向には弱い正の相関があった！

☞ それはなぜか？



福島県のイノシシ被害

2011年の原発事故⇒福島県のイノシシによる農作物被害は倍増
福島県の被害は東北6県中、被害面積は1位、量と金額は2位

☞ 130ha （43.9%），569t （38.6%），6,453 万円 （39.3%）

出典 「全国の野生鳥獣による農作物被害状況について （平成27年度）」

〇針道はイノシシ被害の中心地！
被害は針道の主作物の水稲収穫期に集中
⇒二本松市は平成26年度「鳥獣被害対策実地隊」を組織

しかし、高齢化で隊員は減少傾向 ☞イノシシは「越境難民」？

電気柵に補助金！ ⇒ 26 年度 127 戸 32 ha ，27 年度 101 戸 25 ha
鳥獣被害防止総合対策交付金 ⇒ 25 集落、受益戸数 92 戸 178 ha に設置

中山間地域直接支払交付金 ⇒電気柵の設置・管理 （集落ぐるみ）

イノシシの繁殖力を考慮すれば、総合的な 被害防止対策が必要！

⇒捕獲し、防御するだけよいのだろうか？

⇒ イノシシの生態を知り、上手な付き合い方を学ぶ教育が必要では？



放射能汚染地区の植物、木の実、小動物を食べるイノシシ

⇒基準値を超える セシウム137 の検出！

⇒ 捕獲しても廃棄せざるをえない （廃棄処理は非常に厄介！）

⇒仮に安全性が確認されても販売は難しい！

⇔集落の活性化に結びつけられないか？

福井県越前町の 「マウントオブミュージック」（野外フェス）

⇔ 「音」 による対策をイベントによる活性化に結びつけた！

電気柵の設置・管理は基本

⇒応用編としてイノシシ保護区（生息環境）づくり

⇒ イノシシが里に近づく原因を減らす

① 餌場づくり：ナラやクヌギの森（「ドングリ」）

② 保養所づくり：奥山に泥浴び用の「ぬた場」

食肉には使えない！ ⇒ 「生物多様性」視点からの「共存」戦略

⇒ それを針道の魅力として発信！

⇒ 観光・交流事業での集客力の向上！



平成27年8月調整 「国土地理院2万5千分の1地形図（川俣）」 を拡大コピー （250%）

黄色：水田、赤：荒地
緑：畑地・果樹園
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京都御所に隣接する「護王神社」 狛犬ならぬ狛猪が鎮座する。

祭神は猛威をふるう道鏡に敢然と立ち向かった和気清麻呂！

猪は退治すべき憎き宿敵であると同時に、神（天地自然）の使者でもある。

現代の科学技術を駆使すれば、共存共栄の道も可能ではないだろうか？



東北文化学園大学附属農的自然物館（仮称）

エコミュゼ HARI-michi
Heritage of Agricultural Resource Investigation

針道サテライトキャンパス本部


